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１
２
月
定
例
会
開
会
日
の
４
日
、
藤
田
議
員
は
庁
舎
等
検
討
委
員
会

条
例
に
つ
い
て
総
括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
総
合
庁
舎
建
設

に
賛
成
の
立
場
か
ら
の
一
般
質
問
（
北
村
喜
代
信
議
員
）、
総
務
常
任
委

員
会
で
の
条
例
審
議
、
最
終
日
に
は
条
例
に
反
対
の
立
場
で
の
清
水
議

員
の
討
論
、
賛
成
の
立
場
で
の
前
川
議
員
の
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

採
決
で
は
、
共
産
党
議
員
団
３
人
が
反
対
し
、
１
６
人
（
議
長
を
除
く
）

が
賛
成
し
ま
し
た
。 

【
Ｑ
】
庁
舎
等
の
在
り
方
市
民
委
員
会
の
提
言
書
と
の
関
連
で
す
が
、
提
言
書
の
集
約
は

「
執
務
機
能
及
び
庁
舎
は
１
か
所
に
集
約
」、「
市
民
自
治
セ
ン
タ
ー
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
機

能
は
最
低
４
か
所
、
た
だ
し
旧
庁
舎
は
別
に
有
効
活
用
す
る
」、「
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
は
段
階
的
に
減
ら
す
」
と
市
民
生
活
に
大
き
く
影
響
す
る
内
容
が
提
言
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
の
検
討
委
員
会
は
こ
の
提
言
書
に
拘
束
さ
れ
る
の
か
。 

【
市
長
】
提
言
内
容
を
一
つ
の
結
論
と
し
て
、
更
な
る
検
討
を
行
い
、
基
本
的
な
方
針
を

議
論
し
て
い
た
だ
く
。 

【
Ｑ
】
あ
り
方
検
討
委
員
会
で
も
「
市
民
に
は
現
在
の
分
庁
舎
方
式
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ

ス
に
不
満
は
な
い
。」
と
し
て
い
ま
す
し
、
私
た
ち
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
今
の
４

分
庁
舎
方
式
が
一
番
高
い
（
４
庁
舎
の
ま
ま
５
１
％
・
２
庁
舎
１
６
％
・
１
庁
舎
に
統
合

２
０
％
・
分
か
ら
な
い
１
３
％
）
で
す
が
、
市
民
の
意
識
は
現
状
の
分
庁
舎
の
ま
ま
で
い

い
と
の
意
向
が
強
い
が
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。 

【
市
長
】
分
庁
舎
に
つ
い
て
不
満
を
感
じ
て
い
る
市
民
も
お
ら
れ
る
。
市
民
委
員
会
の
提

言
は
市
民
の
意
見
が
集
約
さ
れ
て
い
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。 

【
Ｑ
】
市
民
委
員
会
の
提
言
書
の
中
で
、「
地
域
自
治
振
興
機
能
に
つ
い
て
は
十
分
議
論

し
て
い
な
い
」
と
の
結
論
に
な
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
合
併
を
し
た
市
の
周
辺
地
域
が
庁

舎
の
廃
止
に
よ
っ
て
疲
弊
し
て
い
る
こ
と
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実
だ
。 

【
市
長
】
検
討
委
員
会
で
十
分
調
査
検
討
を
し
て
も
ら
う
。 

【
Ｑ
】
合
併
時
の
「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
や
財
源
問
題
（
合
併
特
例
債
等
）
な
ど
ク

リ
ア
ー
す
べ
き
問
題
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
、
明
確
に
せ
ず
に
今
回
設

置
さ
れ
る
検
討
委
員
会
に
丸
投
げ
す
べ
き
課
題
で
は
な
い
よ
う
に
考
え
る
。 

【
市
長
】
将
来
の
米
原
市
に
関
わ
る
重
要
問
題
で
あ
り
、
検
討
委
員
会
の
議
論
を
踏
ま
え

市
民
・
議
会
と
十
分
議
論
を
行
い
、
基
本
的
な
方
針
・
構
想
の
策
定
を
進
め
て
い
き
た
い
。 

 

以
上
が
総
括
質
疑
の
市
長
の
答
弁
で
す
。 

条
例
賛
成
の
北
村
議
員
の
質
問
で
市
長
は
「
分
庁
舎
に
つ
い
て
一
定
の
方
針
を
示
す
時

期
が
来
た
。
検
討
委
員
会
に
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
の
回
避
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
調
査
、

審
議
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
統
合
庁
舎
を
前
提
に
し
て
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
を

認
め
つ
つ
も
検
討
委
員
会
に
課
題
を
丸
投
げ
す
る
よ
う
な
答
弁
に
終
始
し
て
い
ま
す
。 

 

市
長
は
、
庁
舎
等
の
在
り
方
市
民
委
員
会
の
提
言
書
を
も
っ
て
市
民
の
意
見
が
集
約
さ

れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
ま
す
が
、
市
長
選
で
も
市
議
会
議
員
選
挙
で
も
統
合
庁
舎
問
題
は

争
点
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
市
民
は
分
庁
舎
を
望
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
清
水
議
員
は
時
期
尚
早
と
し
て
、
反
対
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
前
川
議
員

は
賛
成
討
論
を
行
い
ま
し
た
が
統
合
庁
舎
に
は
市
民
の
理
解
が
必
要
と
述
べ
て
い
ま
す
。 

 

共
産
党
議
員
団
は
、
現
在
、
市
民
が
庁
舎
問
題
の
意
思
を
選
択
す
る
選
挙
等
が
な
い
状

況
で
、
自
治
基
本
条
例
で
規
定
さ
れ
て
い
る
「
市
民
投
票
」
な
ど
市
民
の
意
思
を
明
ら
か

に
す
る
方
策
の
実
施
を
求
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

 


